
新たな担い手の育成

１ 課題設定の背景 ****************************************************************

２ 活動の経過 ******************************************************************** 

石狩農業改良普及センター石狩北部支所
地域第二係

～新規参入者に対する栽培技術の習得支援～

活動年次：令和６～７年

○ 対象：新規参入者１０人
（ＪＡさっぽろ管内、就農５年目まで）

早期技術習得促進

作物生産の安定化

①平成９年に石狩市高岡地区５戸でミニトマト生
産組合を設立。

②小規模な組織で高齢化、後継者不足。
③平成13年より新規参入者受入を開始。令和３
年から受入が加速し、令和７年のＪＡさっぽろ
ミニトマト部会加入戸数は21戸になっている。

<経験の浅い新規参入者>

基本的栽培技術の習得支援

図１ 面積と生産者構成の推移

人材の育成

産地の維持拡大

＜地域課題（一般）＞

・部会、ＪＡ、支援センターと連携した
開催。

・新規参入者を含むミニトマト部会員と
研修生が参加。

・時期毎の生育状況を見ながら、栽培管
理のポイントや出荷時の注意点確認。

・気象に対応した栽培管理の情報提供。
・冬期は座学研修会を実施し、次年度に
向けた技術の確認を実施。

基本的栽培技術習得のため現地研修会を開催

支援センターと連携した個別巡回の実施

表１ 令和７年現地研修内容と参加人数

・新規参入者の巡回は、普及センター単独
での巡回の他、今年は支援センターと一
緒に月１回実施。

・お互いの情報共有を図り、新規参入者の
あらゆる相談に対応。

７月の現地研修会の様子

月 内　容 参加人数 内対象者数

4 育苗と定植に向けた管理について １７人 ８人

5 追肥と生育バランスについて ２０人 ８人

7 高温対策と病害虫対策について ２４人 ８人
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２年間の気温と、出荷規格や数量の実態、生
育経過などから、今年の管理を確認中
(5月の現地研修会）

４ 今後の活動 ********************************************************************

３ 活動の成果 *********************************************************************

栽培技術の習得
目標収量達成のための技術実施者 （現況４人 → 実績４人）

基本的栽培技術習得のため現地研修会を開催
（４～７月 ３回実施）

支援センターと一緒に定期的な個別巡回を実施
(４～10月 ７回実施）

グラフ化によって、いつの温度が
規格や収量に影響があったのか、わ
かりやすく工夫！皆さん興味津々。

支援センターと情報
共有が図られ、対応
がスムーズに。

自分のほ場との生育の
違いがわかり、栽培管
理の見直しに繋がって
いる。

毎月新規参入者の巡回
を行い、何でも話せる
相談の機会とした。

ベテランと新規参
入者の情報交換も
盛んに行われ、有
意義な時間。

高温時期の栽培管
理の参考に！

表２ 目標達成のための基本技術実施状況

図２ 令和７年の就農計画における目標収量達成率
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ほ場準備は計画どおりにできたか ○ △ △ ○ △ ○ ○ △ △ △

育苗～定植作業は適正だったか ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ △

適正な施肥、かん水ができたか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

遅れずに防除できたか ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

適正に整枝作業ができたか ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

ほ場周辺の雑草処理、整理整頓等 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

労働力の計画は適切だったか ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △

　　　　　　　　就農年数　　　　　

評
価
項
目

　　　対　　　象

※評価基準：評価項目に対して　　○～良い　　△～もう少し

・新規参入者の定着のため、関係機関と連携した定期的な研修や巡回の実施により、技術
の向上を図る。
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